
平成 21年１月号 （4）

 石　村長 田中　委員長

※  12 月２日（火）策定委員会の 
田中鈴子委員長より石村長に対
し、自治基本条例（案）が提言
されました。

※
策
定
委
員
会
か
ら
村
長
へ
の
提
言
（
３
点
の
要
望
も
添
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。）

　みんなでつくる　むらのルール

自治基本条例

12月議会で
条例可決 !!

　

日
吉
津
村
の
村
づ
く
り
の
ル
ー
ル
を
定

め
よ
う
と
検
討
さ
れ
て
き
た
自
治
基
本
条

例
（
案
）
が
、
昨
年
12
月
2
日
、
策
定
委

員
会
の
田
中
鈴
子
委
員
長
よ
り
、
石
村
長

へ
提
言
と
し
て
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
提
言
を
も
と
に
、
村
長
は
12
月
定

例
議
会
に
提
案
し
、
12
月
22
日
日
吉
津
村

議
会
に
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。（
３
月
ま

で
の
周
知
期
間
を
経
て
、
本
年
４
月
１
日

施
行
さ
れ
ま
す
。）

　

こ
れ
は
、
20
名
の
策
定
委
員
の
皆
さ
ん

が
、
一
昨
年
９
月
か
ら
、
全
体
会
議
（
計

26
回
）
や
グ
ル
ー
プ
討
議
を
重
ね
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
公
募
）
や
、
各

自
治
会
で
の
説
明
会
な
ど
を
通
じ
、
た
く

さ
ん
の
意
見
を
集
め
て
作
成
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　

自
治
基
本
条
例
は
、「
地
域
の
こ
と
は

地
域
で
考
え
、
地
域
で
決
め
る
」
と
い
う

住
民
自
治
の
本
旨
に
基
づ
き
、
参
画
と
協

働
の
村
づ
く
り
を
推
進
し
、
自
立
し
た
日

吉
津
村
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　
「
村
民
主
役
」
や
「
情
報
の
共
有
」
な

ど
自
治
の
基
本
原
則
を
明
ら
か
に
し
、
村

民
の
権
利
と
責
務
、
議
会
及
び
村
の
役
割

と
責
務
、
住
民
自
治
の
仕
組
み
な
ど
を
定

め
た
も
の
で
、
前
文
に
続
き
全
11
章
、
38

条
に
わ
た
る
条
例
と
な
り
ま
し
た
。

平成 20 年 12 月２日
日吉津村長　石　　　操　様

日吉津村自治基本条例策定委員会　
委員長　田　中　鈴　子

日吉津村自治基本条例（案）について（提言）

 平成 19 年９月 21 日付けで諮問のあった日吉津村自
治基本条例について、別添条例（案）のとおり提言し
ます。
 なお、この条例の制定及びその推進にあたっては、以
下の点を踏まえてご尽力いただくよう要望します。

○ 本条例の推進にあたっては、「日吉津村自治基本条
例推進委員会」の設置や住民投票の実施に係わる条
例の設置を求めているので、速やかに対応の上、条
例の具現化に取り組まれたい。

○ ２回のパブリックコメント及び各自治会説明会でお
寄せいただいた意見等については、条例の運用にあ
たり参考とし活かすようご配慮いただきたい。

○ 本条例が村民に浸透するよう、周知期間はもちろん、
その施行以降も、村民への情報提供や啓発に取り組
まれたい。

策定委員長より村長に提言 !!
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村と村民の改革宣言
◇条例の制定に寄せて・・・

策定委員会アドバイザー／中川幾郎（帝塚山大学教授）

策定委員会の皆さん（12／14委員会後）

　みんなでつくる　むらのルール

自治基本条例

※担当課　地域振興課　T E L  ２７－５９５４

■自治基本条例の背景

　平成 12年の地方分権改革により、

法律上、国・県・市町村は「対等」

の関係になり、不十分ながら、国か

ら地方へ権限や財源の移譲が進んで

います。

　少子高齢社会や人口減少時代のな

か、財源にも限りがあることから、

全国一律の施策では無駄が多く、で

きる限り住民の近くで施策を判断す

ることが必要となっています。国や

県から市町村へ、そして行政から住

民への分権が求められています。

　地方自治体では「自己決定と自己

責任」に基づいた自治体運営が求め

られ、住民参画の機会の拡充などに

より、その運営に主権者である住民

の意思を十分に反映させることが重

要となっていますので、参画と協働

による村づくりの仕組みは不可欠で

す。

　このような自治体運営や住民自治

のルールやシステムを決め、共有し

ておこうと、全国各地で自治基本条

例が制定されるようになり今後も一

層広がっていくものと思われます。

■自治基本条例の必要性

　地方自治については、自治体の組

織や行政運営など、憲法や地方自治

法などの法令に定められていて、全

国共通のルールとなっていますが、

村民の方がそれをよく理解すること

は困難です。また、住民参画や協働、

情報の共有など住民自治に関する規

定はありません。

　このため、日吉津村の行政運営の

基本的なルールを明らかにしてお

き、住民自治のあり方や「参画と協

働の村づくり」の仕組みなどを整え、

自立した日吉津村の実現を図るため

に、条例を制定する必要があったと

思います。

■全国的にひけをとらない内容

　制定された条例には、村民・議会・

村行政などの役割や責務、住民参画

の仕組みなどがきちんと列記され、

住民投票やマニフェストも盛り込ま

れており、全国

的にも全くひ

けを取らないも

のになっていま

す。策定委員の

皆さんの努力の

結晶だと思いま

す。

　当村では、平

成 15 年、合併についての住民投票

が行われ、多くの村民の参加によっ

て、自主・自立の道を最終決定され

たという体験と実績が、日吉津村の

自治を創造するための無形の財産に

なっているのではないかと感じてい

ます。

■危機感と夢の共有を

　私は、危機感を共有することは夢

を共有することだと考えています。

「要求するだけの村民ばかりでは私

たちのむらは持ちこたえられない」

という危機感をバネに、村政へ積極

的に提言したり、みんなで村づくり

に取り組んでいく、そんな村民が

育っていく村となったとき、日吉津

村に「参画と協働の村民社会」が実

現するものと期待しています。

■条例を実現する取組みを

　自治基本条例はスタートであり、

終着点ではありません。この条例は、

思い切って自立するという立場に

立った日吉津村民と日吉津村の自己

改革宣言と評価しています。

　今後、村民の皆さんが、この素敵

な村に住んでいるというプライドを

持てるような、そんな条例に育てて

欲しいと願っています。



平成 21年１月号 （6）

日
吉
津
村
自
治
基
本
条
例

前
文

第
１
章　

総
則
（
第
１
条
〜
第
３
条
）

第
２
章　

自
治
の
基
本
原
則

（
第
４
条
〜
第
７
条
）

第
３
章　

村
民
等
（
第
８
条
〜
第
10
条
）

第
４
章　

議
会
（
第
11
条
〜
第
12
条
）

第
５
章　

村
長
等
（
第
13
条
〜
第
17
条
）

第
６
章　

村
政
運
営
（
第
18
条
〜
第
23
条
）

第
７
章　

情
報
の
共
有
（
第
24
条
〜
第
27
条
）

第
８
章　

参
画
と
協
働
の
推
進

（
第
28
条
〜
第
35
条
）

第
９
章　

国
、
他
の
自
治
体
等
と
の
関
係

（
第
36
条
）

第
10
章　

 

日
吉
津
村
自
治
基
本
条
例
推
進
委

員
会
（
第
37
条
）

第
11
章　

条
例
の
改
正
（
第
38
条
）

附
則前

文

　

私
た
ち
の
む
ら
日
吉
津
村
は
、
中
国
山
地

を
源
と
す
る
一
級
河
川
日
野
川
の
下
流
右
岸
に

位
置
し
、
北
は
日
本
海
に
面
し
、
東
に
秀
峰

大
山
を
仰
ぎ
見
る
箕
蚊
屋
平
野
の
一
角
に
あ
り

ま
す
。
古
来
、
河
川
の
氾
濫
な
ど
幾
多
の
苦

難
を
乗
り
越
え
農
地
を
拓
き
、
日
本
海
か
ら

の
風
雪
を
防
ぐ
た
め
に
黒
松
を
育
て
る
な
ど
、

常
に
進
取
の
気
象
を
発
揮
し
村
づ
く
り
に
励

ん
で
き
ま
し
た
。

　

明
治
22
年
の
村
制
施
行
以
来
、
今
日
ま
で
、

単
独
で
村
制
を
維
持
し
、
農
業
の
振
興
や
企

業
誘
致
な
ど
に
よ
り
、
比
較
的
財
政
の
豊
か

な
村
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
現

在
交
通
の
要
衝
と
な
り
、
交
流
人
口
も
多
く
、

賑
わ
い
の
あ
る
村
と
し
て
独
自
の
位
置
を
占

め
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
先
人
が
守
り
、
創
り
育
て
た

自
然
や
歴
史
、
文
化
に
感
謝
し
、
未
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
が
誇
り
と
夢
を
も
っ
て
、
心
豊

か
に
育
つ
ふ
る
さ
と
を
築
き
、
次
代
に
引
き
継

い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
は
、「
村
民
が
村
づ
く
り
の
主

役
で
あ
る
」こ
と
を
深
く
認
識
す
る
と
と
も
に
、

「
地
域
の
こ
と
は
地
域
で
考
え
、
地
域
で
決
め

る
」
と
い
う
住
民
自
治
の
本
旨
に
基
づ
き
、
村

民
、
議
会
、
村
そ
し
て
地
域
・
団
体
等
が
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
や
責
務
を
認
識
し
、
参
画
と

協
働
に
よ
る
村
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
日
吉
津
村
に
お
け
る
自
治
の

基
本
原
則
や
村
づ
く
り
の
ル
ー
ル
を
分
か
り
や

す
く
定
め
て
、
村
民
み
ん
な
の
共
通
認
識
と

す
る
と
と
も
に
、
村
民
憲
章
を
重
ん
じ
誰
も

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
日
吉
津
村
の
実
現
を

目
指
し
、
村
の
最
高
規
範
と
し
て
、
こ
こ
に
自

治
基
本
条
例
を
定
め
ま
す
。

第
１
章　

総
則

（
目
的
）

第 

１
条　

こ
の
条
例
は
、
日
吉
津
村
に
お
け

る
自
治
の
基
本
原
則
を
明
ら
か
に
し
、
村

民
の
権
利
と
責
務
、
議
会
及
び
村
の
役
割

と
責
務
、
住
民
自
治
の
仕
組
み
な
ど
を
定

め
る
こ
と
に
よ
り
、
共
通
認
識
を
持
っ
て
参

画
と
協
働
の
村
づ
く
り
を
推
進
し
、
自
立

し
た
日
吉
津
村
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
ま
す
。

（
用
語
の
意
味
）

第 
２
条　

こ
の
条
例
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に

掲
げ
る
用
語
の
意
味
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該

各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
。

　
（
１ 

）
住
民　

村
内
に
住
所
を
有
す
る
者
を

い
い
ま
す
。

　
（
２ 

）
村
民　

住
民
の
ほ
か
、
村
内
で
働
く

者
、
学
ぶ
者
、
活
動
す
る
者
並
び
に
村

内
に
土
地
又
は
家
屋
を
有
す
る
者
を
い

い
ま
す
。

　
（
３ 

）
事
業
者
等
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を

い
い
ま
す
。

　
　

ア 　

事
業
者　

村
内
に
事
業
所
を
有
す

る
者
及
び
営
利
法
人
を
い
い
ま
す
。

　
　

イ 　

団
体
等　

村
内
に
事
務
所
又
は
活

動
拠
点
を
有
す
る
営
利
を
目
的
と
し

な
い
組
織
及
び
団
体
を
い
い
ま
す
。

　
（
４ 

）
村　

村
長
、
教
育
委
員
会
、
選
挙
管

理
委
員
会
、
監
査
委
員
、
農
業
委
員
会

及
び
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
を
い

い
ま
す
。

　
（
５ 

）
参
画　

政
策
の
立
案
か
ら
実
施
及
び

評
価
に
至
る
各
段
階
に
お
い
て
、
村
民

が
主
体
的
に
参
加
し
、
意
思
形
成
に
関

わ
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
（
６ 

）
協
働　

村
民
、
議
会
及
び
村
が
互
い

の
自
主
性
を
尊
重
し
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
果
た
す
べ
き
責
任
と
役
割
を
認
識
し
、

対
等
な
立
場
で
相
互
に
協
力
し
て
行
動

す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
（
７ 

）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ　

地
域
の
課
題
の
解
決

に
向
け
て
、
村
民
が
協
働
し
て
取
り
組

む
多
様
な
つ
な
が
り
、
組
織
を
い
い
ま

す
。

　
（
８ 

）
自
治
会　

集
落
の
全
戸
加
入
を
原
則

と
し
、
そ
の
地
域
の
運
営
や
住
民
の
親

睦
の
中
核
を
担
っ
て
い
る
自
治
組
織
を

い
い
ま
す
。

（
条
例
の
位
置
付
け
）

第 

３
条　

こ
の
条
例
は
、
本
村
の
自
治
の
推

日
吉
津
村
自
治
基
本
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た

　

参
画
と
協
働
の
村
づ
く
り
を
推
進

す
る
「
日
吉
津
村
自
治
基
本
条
例
」
が

12
月
制
定
さ
れ
、
平
成
21
年
４
月
１
日

か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。 

　

こ
の
条
例
に
よ
っ
て
、
村
民
の
皆
さ

ん
と
議
会
、
行
政
が
と
も
に
、
責
任
と

自
覚
を
も
っ
て
行
動
す
る
こ
と
で
、
自

立
し
た
日
吉
津
村
の
実
現
を
目
指
し

ま
す
。

　

今
号
で
は
、
自
治
基
本
条
例
の
全
文

を
保
存
版
と
し
て
掲
載
し
ま
す
。
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進
に
お
け
る
最
高
規
範
で
あ
り
、
議
会
及

び
村
は
、
最
大
限
こ
れ
を
尊
重
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

２ 　

議
会
及
び
村
は
、
他
の
条
例
、
規
則
等

の
制
定
又
は
改
廃
を
行
う
場
合
に
は
、
こ
の

条
例
に
定
め
る
事
項
を
遵
守
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

第
２
章　

自
治
の
基
本
原
則

（
住
民
主
権
）

第 

４
条　

住
民
は
日
吉
津
村
の
主
権
者
で
あ

り
、
議
会
及
び
村
は
そ
の
信
託
に
忠
実
に

応
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

２ 　

村
民
は
村
づ
く
り
の
主
役
で
あ
り
、
参

画
と
協
働
に
よ
り
村
づ
く
り
を
担
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

（
人
権
の
尊
重
）

第 

５
条　

村
民
は
、
国
籍
や
性
別
、
年
齢
、

障
が
い
の
有
無
等
に
か
か
わ
ら
ず
、
人
権
が

尊
重
さ
れ
、
誰
も
が
自
分
ら
し
く
活
動
す

る
権
利
を
有
し
ま
す
。

２ 　

子
ど
も
は
、
そ
の
人
権
が
保
障
さ
れ
る

と
と
も
に
、
年
齢
に
応
じ
て
村
づ
く
り
に
参

画
す
る
権
利
を
有
し
ま
す
。

（
情
報
の
共
有
）

第 

６
条　

村
民
、
議
会
及
び
村
は
、
村
政
に

関
す
る
情
報
を
互
い
に
共
有
す
る
こ
と
に

よ
り
、
村
民
主
役
の
村
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。

（
参
画
と
協
働
）

第 

７
条　

村
は
、
村
民
の
意
思
を
村
政
に
反

映
す
る
た
め
、
村
政
へ
の
参
画
の
機
会
を

拡
充
し
、
村
民
、
議
会
及
び
村
は
、
相
互

理
解
と
信
頼
関
係
を
深
め
、
協
働
し
て
村

づ
く
り
を
行
う
も
の
と
し
ま
す
。

第
３
章　

村
民
等

（
村
民
の
権
利
）

第 

８
条　

住
民
は
、
地
方
自
治
法
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、議
員
又
は
村
長
の
選
挙
権
・

被
選
挙
権
・
解
職
請
求
権
、
議
会
の
解
散

請
求
権
、
条
例
の
制
定
改
廃
請
求
権
、
監

査
請
求
権
等
を
有
し
ま
す
。

２ 　

村
民
は
、
村
づ
く
り
に
つ
い
て
必
要
な
情

報
の
提
供
を
受
け
、
自
ら
取
得
す
る
権
利

を
有
し
ま
す
。

３ 　

村
民
は
、
生
涯
に
わ
た
り
学
ぶ
権
利
を

有
し
ま
す
。

４ 　

村
民
は
、
村
に
よ
る
計
画
、
実
施
及
び

評
価
の
活
動
に
参
画
す
る
権
利
を
有
し
ま

す
。

５ 　

村
民
は
、
村
が
提
供
す
る
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
権
利
を
有
し
ま
す
。

（
村
民
の
役
割
と
責
務
）

第 

９
条　

村
民
は
、
自
治
の
主
体
者
で
あ
る

こ
と
を
自
覚
し
、
積
極
的
に
村
づ
く
り
に

参
画
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
し
ま
す
。

２ 　

村
民
は
、
村
づ
く
り
に
参
画
す
る
場
合

に
は
、
自
ら
の
意
見
と
行
動
が
公
益
を
増

進
さ
せ
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
し
ま
す
。

３ 　

村
民
は
、
村
が
提
供
す
る
行
政
サ
ー
ビ

ス
に
伴
う
負
担
を
分
任
す
る
も
の
と
し
ま

す
。

（
事
業
者
等
の
役
割
と
責
務
）

第 

10
条　

事
業
者
は
、
そ
の
活
動
を
通
じ
、

ま
た
持
て
る
資
源
を
活
か
し
て
、
地
域
の

様
々
な
分
野
に
お
い
て
貢
献
す
る
よ
う
努

め
る
も
の
と
し
ま
す
。

２ 　

事
業
者
は
、
事
業
活
動
に
あ
た
り
、
村

民
及
び
村
に
対
し
、
そ
の
公
益
性
を
認
識

し
社
会
的
責
任
を
負
う
も
の
と
し
ま
す
。

３ 　

団
体
等
は
、
地
域
社
会
の
公
共
的
活
動

の
主
体
と
し
て
、
公
共
的
サ
ー
ビ
ス
を
広
く

担
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

第
４
章　

議
会

（
議
会
の
役
割
と
責
務
）

第 

11
条　

議
会
は
、
日
吉
津
村
に
お
け
る
最

高
意
思
決
定
機
関
で
あ
り
、
村
政
運
営
が

適
正
に
行
わ
れ
る
よ
う
村
政
を
監
視
し
、

け
ん
制
す
る
機
能
を
果
さ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

２ 　

議
会
は
、
村
民
の
意
思
を
把
握
し
、
政

策
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
広
く
村
民
の
声
を

聴
く
機
会
を
設
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

３ 　

議
会
は
、
会
議
の
公
開
を
原
則
と
し
、

村
民
と
の
情
報
の
共
有
を
図
り
、
開
か
れ

た
議
会
運
営
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

（
議
員
の
責
務
）

第 

12
条　

議
員
は
、
村
民
の
信
託
に
応
え
、

品
位
と
責
務
を
忘
れ
ず
に
、
常
に
自
己
研

鑽
に
努
め
る
と
と
も
に
、
政
策
の
形
成
等

の
職
務
を
遂
行
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

２ 　

議
員
は
、
広
く
村
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、

常
に
村
全
体
の
利
益
を
優
先
し
行
動
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

３ 　

議
員
は
、
自
ら
の
活
動
報
告
の
場
を
設

け
る
な
ど
、
村
政
等
に
関
す
る
情
報
に
つ
い

て
、
村
民
に
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
よ

う
努
め
る
も
の
と
し
ま
す
。

４ 　

議
員
選
挙
の
立
候
補
予
定
者
は
、
自
ら

の
政
見
を
示
し
、
具
体
的
に
公
約
す
る
よ

う
努
め
る
も
の
と
し
ま
す
。

第
５
章　

村
長
等

（
村
長
の
役
割
と
責
務
）

第 

13
条　

村
長
は
、
村
政
の
代
表
者
と
し
て

村
民
の
信
託
に
応
え
て
、
こ
の
条
例
を
遵

守
し
、
誠
実
か
つ
公
正
に
村
政
運
営
に
あ
た

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

２ 　

村
長
は
、
村
民
の
声
に
十
分
耳
を
傾
け

た
上
で
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
、
村
の
行
政

能
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
村
政
運
営
に

適
切
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
村
長
の
ロ
ー
カ
ル
・
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
）

第 

14
条　

村
長
選
挙
の
立
候
補
予
定
者
は
、

政
策
の
理
念
と
目
標
を
明
確
に
し
て
、
達

成
度
に
つ
い
て
具
体
的
で
検
証
可
能
な
公

約
（
以
下
「
ロ
ー
カ
ル
・
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」

と
い
い
ま
す
。）
を
作
成
す
る
よ
う
努
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

２ 　

村
は
、
立
候
補
予
定
者
が
ロ
ー
カ
ル
・
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
を
作
成
で
き
る
よ
う
、
そ
の
求

め
に
応
じ
て
必
要
な
情
報
提
供
に
努
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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３ 　

村
長
は
、
村
民
の
信
託
を
受
け
た
ロ
ー
カ

ル
・
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
村
政
に
反
映
さ
せ
る

よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
村
の
役
割
と
責
務
）

第 

15
条　

村
は
、
村
民
の
福
祉
の
増
進
を
図

る
た
め
、
公
平
・
公
正
か
つ
誠
実
に
村
政
を

執
行
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

２ 　

村
は
、
村
政
の
執
行
に
あ
た
っ
て
は
、
最

少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
上
げ
る
よ
う

努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

３ 　

村
は
、
村
政
に
関
す
る
村
民
の
意
見
を

積
極
的
に
把
握
し
、
適
切
に
村
政
に
反
映

す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

４ 　

村
は
、
職
員
と
組
織
の
能
力
が
最
大
限

に
発
揮
で
き
る
よ
う
、
効
果
的
な
職
員
の

任
用
、
人
材
育
成
及
び
適
正
な
人
員
配
置

に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

５ 　

村
は
、
村
民
等
に
よ
る
自
主
的
な
村
づ

く
り
活
動
に
対
し
、
情
報
提
供
や
助
言
に

努
め
、
適
切
な
調
整
及
び
相
談
等
に
よ
り

こ
れ
を
支
援
し
ま
す
。

（
組
織
の
構
成
）

第 

16
条　

村
は
、
多
様
化
、
高
度
化
す
る
村

民
ニ
ー
ズ
に
、
迅
速
、
的
確
か
つ
総
合
的
に

対
応
で
き
る
組
織
づ
く
り
に
努
め
、
村
民

に
分
か
り
や
す
い
も
の
に
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

（
職
員
の
役
割
と
責
務
）

第 

17
条　

職
員
は
、
村
民
の
幸
せ
を
願
い
村

民
生
活
の
向
上
と
村
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

を
目
指
し
て
、
公
正
、
誠
実
か
つ
効
率
的
に

職
務
を
遂
行
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

２ 　

職
員
は
、
職
務
に
必
要
な
知
識
、
技
能

等
の
向
上
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

３ 　

職
員
は
、
自
ら
も
地
域
の
一
員
で
あ
る
こ

と
を
認
識
し
て
、
村
民
と
協
働
し
、
村
づ
く

り
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
よ
う
努
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

第
６
章　

村
政
運
営

（
総
合
計
画
）

第 

18
条　

村
は
、
村
づ
く
り
を
総
合
的
か
つ

計
画
的
に
進
め
る
た
め
の
基
本
構
想
及
び

こ
れ
に
基
づ
く
基
本
計
画
（
以
下
「
総
合

計
画
」
と
い
い
ま
す
。）
を
、
こ
の
条
例
に

沿
っ
て
策
定
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
課
題

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
不
断
の
検
討
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

２ 　

村
は
、
総
合
計
画
の
策
定
、
見
直
し
、

評
価
等
に
あ
た
っ
て
は
、
広
く
村
民
の
参
画

を
得
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
財
政
運
営
）

第 

19
条　

村
は
、
総
合
計
画
に
基
づ
き
財
政

計
画
を
定
め
る
と
と
も
に
、
財
源
を
効
率

的
か
つ
効
果
的
に
運
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

健
全
な
財
政
運
営
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

２ 　

村
は
、
予
算
、
決
算
な
ど
の
財
政
状
況

や
財
産
の
保
有
状
況
及
び
財
政
見
通
し
を

明
ら
か
に
し
、
村
民
に
分
か
り
や
す
く
公
表

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
行
政
評
価
）

第 

20
条　

村
は
、
総
合
計
画
の
進
行
管
理
を

行
う
た
め
、
施
策
等
の
達
成
度
や
成
果
な

ど
を
評
価
し
、
そ
の
結
果
を
村
民
へ
公
表

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
評
価
に
基
づ
い
て
、

村
政
運
営
の
改
善
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

（
法
令
遵
守
と
倫
理
規
範
の
確
立
）

第 

21
条　

村
は
、
法
令
を
遵
守
し
、
適
正
に

運
用
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

２ 　

村
は
、
行
政
執
行
に
関
し
、
違
法
な
手

段
に
よ
る
要
求
及
び
公
平
性
を
損
な
う
不

当
な
要
求
に
応
じ
ま
せ
ん
。

（
監
査
）

第 

22
条　

監
査
委
員
は
、
村
の
財
務
等
に
か

か
る
監
査
を
行
う
に
あ
た
り
、
事
務
事
業

の
適
法
性
や
有
効
性
及
び
効
率
性
の
評
価

を
踏
ま
え
た
監
査
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

（
危
機
管
理
）

第 

23
条　

村
は
、
村
民
の
身
体
、
生
命
及
び

財
産
を
守
り
、
暮
ら
し
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
、
迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
が
で
き
る

体
制
を
確
立
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

２ 　

村
は
、
村
民
及
び
関
係
機
関
等
と
の
協

力
、
連
携
に
よ
り
、
不
測
の
事
態
に
対
し

総
合
的
か
つ
機
動
的
な
対
応
を
実
践
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

第
７
章　

情
報
の
共
有

（
情
報
の
共
有
）

第 

24
条　

村
は
、
村
政
に
関
す
る
情
報
を
広

報
紙
等
を
通
じ
て
積
極
的
に
提
供
す
る
と

と
も
に
、
村
民
の
意
向
を
把
握
す
る
な
ど

情
報
収
集
を
図
り
、
村
民
と
の
情
報
共
有

に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

２ 　

村
民
は
、
村
づ
く
り
の
主
役
と
し
て
、
積

極
的
に
情
報
を
得
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
情
報
の
公
開
）

第 

25
条　

村
は
、
村
民
の
知
る
権
利
を
尊
重

し
、公
正
で
開
か
れ
た
村
政
の
実
現
の
た
め
、

別
に
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
村
政

に
関
す
る
情
報
を
公
開
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

（
個
人
情
報
保
護
）

第 

26
条　

村
は
、
別
に
条
例
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
個
人
情
報
の
保
護
を
厳
正
に

行
う
と
と
も
に
、
自
己
に
関
す
る
個
人
情

報
の
開
示
、
訂
正
等
を
請
求
す
る
村
民
の

権
利
に
対
し
て
、
適
切
な
措
置
を
講
じ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
説
明
責
任
）

第 

27
条　

村
は
、
施
策
等
の
企
画
立
案
か
ら

実
施
、
評
価
に
至
る
ま
で
、
そ
の
経
過
や

内
容
等
を
村
民
に
分
か
り
や
す
く
説
明
す

る
と
と
も
に
、
村
民
か
ら
質
問
等
を
受
け

た
と
き
に
は
、
迅
速
か
つ
誠
実
に
応
答
す
る

よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

第
８
章　

参
画
と
協
働
の
推
進

（
参
画
）

第 

28
条　

村
は
、
村
政
に
関
わ
る
施
策
等
の

企
画
立
案
、
予
算
化
、
実
施
、
評
価
の
そ

れ
ぞ
れ
の
過
程
に
お
い
て
、
村
民
が
参
画
で

き
る
機
会
を
拡
充
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

２ 　

村
は
、
村
政
へ
の
参
画
に
お
い
て
、
村
民
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が
国
籍
や
性
別
、
年
齢
、
障
が
い
の
有
無

等
に
よ
っ
て
不
利
益
を
受
け
な
い
よ
う
配
慮

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
協
働
）

第 

29
条　

村
民
、
議
会
及
び
村
は
、
相
互
理

解
と
信
頼
関
係
の
下
、
協
働
の
村
づ
く
り

に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

２ 　

村
は
、
協
働
の
村
づ
く
り
を
推
進
す
る

に
あ
た
り
、
村
民
の
自
主
性
を
損
な
う
こ
と

な
く
、
そ
の
自
発
的
な
活
動
を
支
援
す
る

よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）

第 

30
条　

村
民
は
、
地
域
の
中
で
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
自
主

的
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動
に
参
加
し
、
相

互
に
助
け
合
う
と
と
も
に
、
地
域
課
題
の

解
決
に
向
け
て
協
力
し
て
行
動
す
る
も
の

と
し
ま
す
。

２ 　

村
民
及
び
村
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
役
割
を
認
識
し
、
そ
の
組
織

や
活
動
を
守
り
、
育
て
る
よ
う
に
努
め
る

も
の
と
し
ま
す
。

（
自
治
会
）

第 

31
条　

自
治
会
は
、
集
落
の
自
治
組
織
と

し
て
、
地
域
の
様
々
な
課
題
解
決
に
対
し

総
合
的
な
役
割
を
担
い
、
地
域
の
運
営
や

住
民
の
親
睦
、
自
治
会
公
民
館
の
管
理
及

び
活
用
な
ど
を
行
う
も
の
と
し
ま
す
。

（
審
議
会
等
）

第 

32
条　

村
は
、
審
議
会
等
の
委
員
を
選
任

す
る
場
合
は
、
原
則
と
し
て
村
民
か
ら
公

募
し
、
男
女
の
均
衡
に
配
慮
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

２ 　

村
は
、
法
令
又
は
条
例
等
に
特
別
の
定

め
が
あ
る
も
の
を
除
き
、
原
則
と
し
て
審
議

会
等
の
会
議
を
公
開
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

（
村
民
意
見
募
集
）

第 

33
条　

村
は
、
重
要
な
条
例
や
計
画
の
策

定
等
に
あ
た
り
、
村
民
の
意
見
を
反
映
さ

せ
る
た
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
や
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
、
公
聴
会
の
開
催

等
適
切
な
方
策
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

（
住
民
投
票
）

第 

34
条　

村
長
は
、
村
政
に
関
す
る
重
要
事

項
に
つ
い
て
、
住
民
の
意
見
を
直
接
問
う
必

要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
住
民
投
票

を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

２ 　

村
は
、
住
民
投
票
の
投
票
資
格
要
件
及

び
実
施
に
関
す
る
手
続
き
、
そ
の
他
必
要

事
項
に
つ
い
て
、
別
に
条
例
で
定
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

３ 　

村
民
、
議
会
及
び
村
長
は
、
住
民
投
票

の
結
果
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
住
民
投
票
の
請
求
等
）

第 

35
条　

永
住
外
国
人
を
含
む
18
歳
以
上
の

住
民
は
、
村
政
に
係
る
重
要
事
項
に
つ
い

て
、
そ
の
総
数
の
50
分
の
１
以
上
の
者
の
連

署
を
も
っ
て
、
村
長
に
住
民
投
票
を
請
求

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

２ 　

村
長
は
、前
項
の
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、

意
見
を
付
し
て
こ
れ
を
議
会
に
付
議
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

３ 　

議
員
は
、
村
政
に
係
る
重
要
事
項
に
つ

い
て
、
議
員
定
数
の
６
分
の
１
以
上
の
賛
成

を
得
て
、
住
民
投
票
の
実
施
に
つ
い
て
発
議

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

4 　

村
長
は
、
前
２
項
の
場
合
に
お
い
て
、
議

会
が
出
席
議
員
の
過
半
数
の
賛
成
に
よ
り

議
決
し
た
と
き
は
、
住
民
投
票
を
実
施
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

5 　

村
長
は
、
第
１
項
の
請
求
に
係
る
署
名

者
数
が
永
住
外
国
人
を
含
む
18
歳
以
上
の

住
民
総
数
の
４
分
の
１
を
超
え
た
と
き
は
、

第
２
項
の
規
定
に
よ
る
こ
と
な
く
、
住
民

投
票
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

第
9
章　

 

国
、
他
の
自
治
体
等
と
の

関
係

（
国
、
県
及
び
他
の
自
治
体
と
の
協
力
・
連
携
）

第 

36
条　

村
は
、
国
及
び
鳥
取
県
と
対
等
の

関
係
に
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
適
切
に
役

割
分
担
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
治
の
発
展

の
た
め
に
協
力
し
て
自
主
的
に
関
係
の
構

築
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

２ 　

村
は
、
共
通
す
る
地
域
課
題
の
解
決
や

効
果
的
で
効
率
的
な
村
政
運
営
の
た
め
の

広
域
事
務
処
理
、
大
規
模
災
害
時
の
相
互

応
援
な
ど
他
の
自
治
体
と
積
極
的
に
協
力
、

連
携
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

第
10
章　

 

日
吉
津
村
自
治
基
本
条
例

推
進
委
員
会

（
推
進
委
員
会
の
設
置
等
）

第 

37
条　

村
長
は
、
こ
の
条
例
の
実
効
性
を

高
め
、
村
民
参
画
と
協
働
の
適
正
か
つ
円

滑
な
推
進
及
び
村
民
に
よ
る
自
治
の
発
展

を
図
る
た
め
、
日
吉
津
村
自
治
基
本
条
例

推
進
委
員
会
（
以
下
「
推
進
委
員
会
」
と

い
い
ま
す
。）
を
設
置
し
ま
す
。

２ 　

推
進
委
員
会
は
、
こ
の
条
例
の
改
正
な

ど
に
関
す
る
村
長
の
諮
問
に
対
し
て
審
議

し
、
村
長
に
答
申
す
る
ほ
か
、
軽
微
な
変

更
な
ど
に
つ
い
て
は
意
見
書
を
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

３ 　

推
進
委
員
会
は
、
前
項
に
規
定
す
る
も

の
の
ほ
か
、
自
治
の
推
進
に
関
す
る
重
要
事

項
に
つ
い
て
、
村
長
に
提
言
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

４ 　

村
長
は
、
推
進
委
員
会
の
答
申
及
び
提

言
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

５ 　

推
進
委
員
会
の
組
織
及
び
運
営
に
関
し

必
要
な
事
項
は
、
村
長
が
別
に
定
め
る
も

の
と
し
ま
す
。

第
11
章 

条
例
の
改
正

（
条
例
の
改
正
）

第 

38
条　

村
長
は
、
こ
の
条
例
が
協
働
の
村

づ
く
り
の
推
進
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る

か
、
推
進
委
員
会
に
意
見
を
求
め
、
村
民

の
意
見
の
適
切
な
反
映
の
も
と
、
必
要
に

応
じ
て
改
正
の
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
条
例
は
、
平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら

施
行
し
ま
す
。

※
担
当
課　

地
域
振
興
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

２
７
│
５
９
５
４




